
仏教学科

a b c d e f g

授業科目の名称
単
位
数

履修開始
セメス
ター

ブッダの生涯と教え 2 1 ◎ ◎ ◯

法然の生涯と教え 2 2 ◎ ◎ ◯

仏教研究への道案内 2 3 ◎ ◎ △

仏教学の基礎 2 1 ◎ ◎ ◯

浄土学の基礎 2 2 ◎ ◯ ◯

仏教文化学の基礎 2 2 ◎ ◯ ◯

a b c d e f g

授業科目の名称
単
位
数

履修開始
セメス
ター

アカデミック・スキルズ 2 2 ◎ ◎ △ △

基礎ゼミ 2 4 ◎ △ ◎ △ △

古文入門 2 1 ◯ ◎ △

古文上級 2 2 ◯ ◎ △

漢文入門 2 1 ◯ ◎ △

漢文上級 2 2 ◯ ◎ △

サンスクリット語入門 2 1 ◯ ◎ △

サンスクリット語上級 2 2 ◯ ◎ △

パーリ語 2 3 ◯ ◎ △

チベット語 2 4 ◯ ◎ △

予備ゼミ1 2 5 ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◯

予備ゼミ2 2 6 ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◯

卒論ゼミ1 2 7 ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◯

卒論ゼミ2 2 8 ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◯

卒業論文 6 8 ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◯

宗教史 2 1 △ ◎ ◯

日本仏教史（古代・中世） 2 1 ◯ ◎ ◯

日本仏教史（近世・近代） 2 2 ◯ ◎ ◯

中国仏教史 2 2 ◯ ◎ ◯

インド仏教史 2 1 ◯ ◎ ◯

アジア仏教史（チベット） 2 2 ◯ ◎ ◯

アジア仏教史（韓国） 2 2 ◯ ◎ ◯

浄土教史 2 3 ◯ ◎ ◯

浄土宗史 2 4 ◯ ◎ ◯

仏教文献の歴史 2 3 ◎ △ ◯ ◯ ◯

仏教と文化財 2 4 ◎ △ ◯ ◯ ◯ ○

仏教フィールドワーク 2 3 △ ◯ ◯ ◯

仏蹟研修1（国内） 2 1 △ ◯ ◯ ◯

仏蹟研修2（海外） 2 1 △ ◯ ◯ ◯

仏教キャリア実習 2 3 △ ◎ ◯

仏教と社会貢献 2 3 △ ◎ ◯

プロジェクト研究 2 4 ◯ ◯ ◎ ◎

系列区分

系列区分

学部ディプロマ・ポリシー

学科ディプロマ・ポリシー 仏教の魅力を発信
することができる

さまざまな言語で
記述された資料を
適切に読解して、
問題解決に必要な
情報を収集するこ
とができる

仏教史の概要を説
明することができ
る

仏教を学ぶにあ
たって必要な研究
資源と研究技法を
活用することがで
きる

仏教史の概要を説
明することができ
る

収集した情報を、
歴史的展開を踏ま
えた上で論理的に
分析し、表現する
ことができる

現代社会が抱える
問題を把握し、仏
教をそれらの諸問
題への対応に活用
することができる

収集した情報を、
歴史的展開を踏ま
えた上で論理的に
分析し、表現する
ことができる

現代社会が抱える
問題を把握し、仏
教をそれらの諸問
題への対応に活用
することができる

仏教の魅力を発信
することができる

さまざまな言語で
記述された資料を
適切に読解して、
問題解決に必要な
情報を収集するこ
とができる

ブッダと法然の生
涯と思想、ならび
にそれらから展開
した思想の概要と
学問分野について
説明することがで
きる

専
門
科
目

専
門
科
目

学
科
基
礎
科
目

ブッダと法然の生
涯と思想、ならび
にそれらから展開
した思想の概要と
学問分野について
説明することがで
きる

仏教を学ぶにあ
たって必要な研究
資源と研究技法を
活用することがで
きる

共
通

現
代
社
会
と
仏
教

学
科
専
攻
科
目

ゼ
ミ

学
部
基
幹
科
目
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仏教学科

a b c d e f g

授業科目の名称
単
位
数

履修開始
セメス
ター

系列区分

学科ディプロマ・ポリシー 仏教の魅力を発信
することができる

さまざまな言語で
記述された資料を
適切に読解して、
問題解決に必要な
情報を収集するこ
とができる

仏教史の概要を説
明することができ
る

収集した情報を、
歴史的展開を踏ま
えた上で論理的に
分析し、表現する
ことができる

現代社会が抱える
問題を把握し、仏
教をそれらの諸問
題への対応に活用
することができる

ブッダと法然の生
涯と思想、ならび
にそれらから展開
した思想の概要と
学問分野について
説明することがで
きる

仏教を学ぶにあ
たって必要な研究
資源と研究技法を
活用することがで
きる

インド仏教1（初期） 2 4 ◯ ◎ ◎ ◯ ◯

インド仏教2（部派） 2 3 ◯ ◎ ◎ ◯ ◯

インド仏教3（中観） 2 5 ◯ ◎ ◎ ◯ ◯

インド仏教4（唯識） 2 5 ◯ ◎ ◎ ◯ ◯

インド仏教発展研究（大乗） 2 4 ◯ ◎ ◎ ◯ ◯

中国仏教1（訳経時代） 2 3 ◯ ◎ ◎ ◯ ◯

中国仏教2（隋唐時代） 2 4 ◯ ◎ ◎ ◯ ◯

中国仏教発展研究 2 3 ◯ ◎ ◎ ◯ ◯

日本仏教1（古代・中世） 2 3 ◯ ◎ ◎ ◯ ◯

日本仏教2（近世・近代） 2 4 ◯ ◎ ◎ ◯ ◯

日本仏教文化1（古代・中世） 2 3 ◯ ◎ ◎ ◯ ◯

日本仏教文化2（近世・近代） 2 4 ◯ ◎ ◎ ◯ ◯

日本仏教発展研究 2 5 ◯ ◎ ◎ ◯ ◯

仏教美術1（東アジア） 2 3 ◯ ◎ ◎ ◯ ◯

仏教美術2（日本） 2 4 ◯ ◎ ◎ ◯ ◯

仏教特別研究 2 6 ◯ ◎ ◎ ◯ ◯

仏教と文学 2 3 ◯ △ ◯ △ ◯

浄土三部経研究1（無量寿経） 2 3 ◯ ◎ ◎ ◯ ◯

浄土三部経研究2（観経・阿弥陀経） 2 4 ◯ ◎ ◎ ◯ ◯

浄土学1（中国浄土教） 2 3 ◯ ◎ ◎ ◯ ◯

浄土宗学1（中国浄土教） 2 4 ◯ ◎ ◎ ◯ ◯

選択集研究1 2 4 ◯ ◎ ◎ ◯ ◯

選択集研究2 2 5 ◯ ◎ ◎ ◯ ◯

法然門流研究 2 4 ◯ ◎ ◎ ◯ ◯

浄土学2（日本浄土教） 2 4 ◯ ◎ ◎ ◯ ◯

浄土宗学2（日本浄土教） 2 5 ◯ ◎ ◎ ◯ ◯

浄土学発展研究 2 5 ◯ ◎ ◎ ◯ ◯

浄土宗学発展研究 2 6 ◯ ◎ ◎ ◯ ◯

哲学概論 2 2 △ ◯

仏教哲学（インド） 2 3 ◯ ◯

仏教哲学（中国・日本） 2 4 ◯ ◯

倫理学概論 2 1 △ ◯

宗教学概論 2 1 △ ○

仏教と現代社会の諸問題 2 2 ◯ ○ △

人権同和教育（仏教と人権） 2 2 〇 〇

伝統文化演習（茶道） 2 3 △ △

伝統文化演習（華道） 2 3 △ △

伝統文化演習（書道・悉曇） 2 4 ◯ △

伝統文化演習（儀礼・音楽） 2 4 ◯ △

宗派仏教 2 4 ◯ △ △ ◯ △

開教概論1（歴史と基礎知識） 2 3 △ △ △ ◯

開教概論2（方法と実践） 2 4 △ △ △ ◯

開教英語 2 3 ◯ ◯

宗教法制 2 3 ◯

仏教福祉論 2 3 △ △ ○

日本史概論 2 1 △

東洋史概論 2 1 △

西洋史概論 2 1 △

日本史特論 2 2 △

人文地理学1 2 3 △

人文地理学2 2 4 △

自然地理学1 2 3 △

自然地理学2 2 4 △

地誌学1 2 3 △

地誌学2 2 4 △

法律学概論1 2 1 ◯

法律学概論2 2 2 ◯

国際政治学 2 1 ◯

専
門
科
目

関
連
科
目

仏
教
学
系

文
化

（
思
想
・
文
学
・
美
術

）
系

僧
侶
養
成
系

学
科
専
攻
科
目
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セメス
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系列区分
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活用することがで
きる

法式実習1 1 1

法式実習2 1 2

法務実習（初級）1 2 1

法務実習（初級）2 2 2

日常勤行式の解説 2 1

伝道学1（念仏講話） 2 3

伝道学2 2 4

詠唱1 1 3

詠唱2 1 3

伝書1 2 4

伝書2 2 5

円頓戒1 2 4

円頓戒2 2 5

法務実習（中級）1 1 4

法務実習（中級）2 1 4

法務実習（上級）1 1 6

法務実習（上級）2 1 6

法務実習（特級） 1 7

専
門
科
目

関
連
科
目
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